
  

A 学校田 

 ph 亜硝酸 COD ｱﾝﾓﾆｳﾑ ﾘﾝ酸 

数値 7.0 0.1 10 0.5 0.5
結果 中性 ふつう 汚れている きれい ふつう

B 砥川の田んぼ 

 ph 亜硝酸 COD ｱﾝﾓﾆｳﾑ ﾘﾝ酸 

数値 7.5 0.02 6 0 0.2
結果 中性 きれい ふつう きれい ふつう

Ａ 学校田 貝の割合

ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ

ﾀﾆｼ

ｻｶﾏｷｶﾞｲ

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

Ｂ 砥川の田んぼ 貝の割合

ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ

ﾀﾆｼ

ｻｶﾏｷｶﾞｲ

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

田んぼにすむ貝と環境調べ 

 

                                             益城町立飯野小学校 ５年 飯野小５年生 

 

１ 研究の目的 

  ５年生では、稲作活動や田んぼの生き物調査をしている。田植えの時、ジャンボタニシを駆

除した経験から、学校田にはジャンボタニシが多いと感じた。また、砥川にはメダカのいる田

んぼがある。そこで、２つの田んぼでちがいがあるか、貝を中心に調査してみた。 

２ 研究の方法 

 (1) 貝の数調べ ・・・「学校田」「砥川の田んぼ」で、貝の種類ごとの数と割合を調べる。 

 (2) 貝以外の生き物調査 ・・・それぞれの田んぼで、どんな生き物がいたか調べる。 

 (3) 水質調査 ・・・ パックテストをして用水の水質調査をする。 

３ 研究の結果 

 (1) 貝の数調べ 

  

 

 

 

②貝の数調べと割合                                           (2) 貝以外の生き物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 水質調査（パックテスト） 

 

 

 

 

４ 研究のまとめ 

(1) 学校田と砥川の田んぼでは、貝の種類や割合がちがっていた。 

(2) タニシが多い砥川の田んぼには絶滅危惧種に指定されているメダカもすんでいた。水質検

査では、学校田の方が少し汚れていた。学校田は藻川の水を汲み上げ、砥川の田んぼはそう

めん滝の水を利用している。用水のちがいで生き物や水質にちがいがあることがわかった。 

(3) どんな貝が多くいるかを調べれば、田んぼの環境のちがいがよくわかると思った。 

① 田んぼで見られる貝 
ア ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ・・・外来種。からが丸い。触覚が長く、４本ある。ピンク色の卵を産む。 
イ ﾀﾆｼ      ・・・近年、数が減っている。準絶滅危惧種。からは三角形に近い。触覚は短めで太い。
ウ ｻｶﾏｷｶﾞｲ  ・・・外来種。汚れた環境に強い。からが左巻き。触覚は細い。 
エ  ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ  ・・・環境汚染によって激減している。準絶滅危惧種。からが薄い。触覚は三角形。

A 学校田 
貝の種類 貝の数
ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ ３４０
ﾀﾆｼ    ０
ｻｶﾏｷｶﾞｲ  ７３
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ    ０

B 砥川の田んぼ
貝の種類 貝の数
ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ １３９
ﾀﾆｼ  ８８
ｻｶﾏｷｶﾞｲ  ３３
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ    ２

A 学校田
 ﾄﾝﾎﾞ･ﾋﾙ･ｶｴﾙ･ｵﾀﾏｼﾞｬｸｼ 
  ｲﾄﾐﾐｽﾞ･ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 
  ｺｵﾛｷﾞ 
 
B 砥川の田んぼ 
 ﾔｺﾞ･ﾄﾝﾎﾞ･ﾒﾀﾞｶ 
  ﾋﾙ･ｶｴﾙ･ｵﾀﾏｼﾞｬｸｼ 
  ｲﾄﾐﾐｽﾞ･ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 
  ｺｵﾛｷﾞ･ﾊﾞｯﾀ 
  
（気付いたこと） 
・どちらもｶｴﾙが多い。 
・ﾐﾐｽﾞが土の中にいた。 
・ｹﾞﾝｺﾞﾛｳも多かった。 
・ちがいは、砥川の田んぼ

にだけﾒﾀﾞｶがいたこと。

優賞 
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